
        令和 ４年 ５月２３日 

東 北 地 方 整 備 局 

岩木川ダム統合管理事務所 
                          

 

「ダム警報訓練」を実施します 
～ 大規模洪水時を想定し避難行動に繋げていただくために ～ 

※「緊急放流」とは、計画以上の洪水によりダム湖に貯められなくなり、 

ダム湖に流れ込んでくる水をそのままダムを通過させ下流に流すことです。 

ダム湖に流れ込んでくる水量以上を下流に流すことはありません。 

１．訓練日時 

浅瀬石川ダム：令和４年６月９日（木）９：００～１７：００ 

(予備日：令和４年６月１６日(木)９：００～１７：００) 

津軽ダム  ：令和４年６月８日（水）９：００～１２：００ 

(予備日：令和４年６月１５日(水)９：００～１２：００) 

         １２：００～１３：００の間、訓練は行いません。 

気象状況等により延期する場合があります。 

なお、延期する場合は、事務所ホームページや警報設備にて 

お知らせします。 

２．訓練内容 

① スピーカによる音声放送  

② サイレンによる吹鳴(すいめい) 

③ 住民参加型避難行動訓練 

３．取材について 

取材を希望される報道機関におかれましては、別紙により申込みをお願いします。 

 

●岩木川ダム統合管理事務所ＨＰ http://www.thr.mlit.go.jp/iwakito/ 

《発表記者会等：弘前記者会、黒石記者クラブ、専門紙各社》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダム警報訓練に関する問い合わせ 

国土交通省 東北地方整備局 岩木川ダム統合管理事務所 

(浅瀬石川ダム・津軽ダム) 

◆ 青森県中津軽郡西目屋村大字居森平字寒沢１３８－２ 

◆ 電話：０１７２－８５－３０３５（代表） 

◆ e-mail：thr-iwakigawa01@mlit.go.jp 
            えんどう としひこ  

副所長（技術担当） 遠 藤 俊 彦 （内線２０４） 
          すがわら   なおや 

建設専門官     菅 原 直 也  （内線４０３） 

記者発表資料 

近年頻発している異常豪雨や局地的な大雨等に伴う水害の教訓を踏まえ適切な避

難行動や人的被害を軽減するためには、水害に対する防災意識の向上や平常時から

の備えが重要です。 

浅瀬石川ダム・津軽ダムでは、ダムから放流があったことを地域の皆様に周知す

る役目を持つ警報設備(スピーカ及びサイレン)を設置しています。 

今回の訓練では、警報設備を実際に動作させます。また、スピーカによる音声放送

は、※「緊急放流」を想定した内容で放送します。 

地域の皆様におかれましては、是非この機会に放送内容をご確認いただき、いざ

という時の避難行動にお役立てください。 



別紙 

e-mail：thr-iwakigawa01@mlit.go.jp 

ＦＡＸ番号：０１７２－８５－３０６１ 

電話番号  ：０１７２－８５－３０３５ 

 

岩木川ダム統合管理事務所 

防災訓練担当者行き 

 

 

ダム警報訓練 取材申込書 
 

 

【返信先】 

 ・送信票等は不要です。本取材申込書に記載のうえ返信してください。 

 

【取材に関する留意事項】 

 ・取材申し込み期限は、６月２日(木)１６：００までとさせていただきます。 

 

【新型コロナウイルス感染拡大防止に関する留意事項】 

 ・咳などの風邪症状、発熱等、体調不良の方は取材をご遠慮ください。 

 ・取材中のマスク着用など、取材される方ご自身での感染予防対策をお願いします。 

 

１．会 社 名：                                   

 

２．取材担当者 氏名：                               

   

        ＴＥＬ：           e-mail：                

 

３．取材人数：              人                     

 

４．テレビカメラの有無：    有 ・ 無        「有」の場合      台 

 

５．取材日(希望日)にチェックをいれてください。 

 

   □６月８日(水)(津軽ダム警報訓練の当日)     

・取材場所：居森平集会所(西目屋村大字居森平) 

・取材時間：０８：５０～(居森平警報所・警報開始の３０分前) 

・説明内容：訓練概要、警報所の説明、警報訓練および住民参加型避難訓練の見学 

 

□６月９日(木)(浅瀬石川ダム警報訓練の当日) 

  ・取材場所：山形公民館(黒石市大字温湯)  

・取材時間：０９：００～(富岡警報所・警報開始の３０分前) 

・説明内容：訓練概要、警報所の説明、警報訓練および住民参加型避難訓練の見学 

 



９：００～ １０：５０～ １５：００～
浅瀬石川ダム 浅 瀬 石 川 橋 朝 日 橋

↓ ↓ ↓
９：１０～ １１：００～ １５：２０～

大 川 追 子 野 木 藤 崎
↓ ↓ ↓

９：２０～ １１：１０～ １５：４０～
落 合 南 町 津 賀 野

↓ ↓ ↓
９：３０～ １１：３０～ １６：２０～

富 岡 千 年 橋 岡 本
↓ ↓ ↓

９：４０～ １１：５０～ １６：４０～
袋 川 元 真    那 板
↓ ↓

９：５０～ １３：００～
村 元 高 樋

↓ ↓
１０：００～ １３：２０～
村 岡 枝 川

↓ ↓
１０：１０～ １３：４０～
川 原 田 八 反 田

↓ ↓
１０：２０～ １４：００～
石 名 坂 畑 中

↓ ↓

１０：３０～ １４：２０～
桜 田 北 原

↓ ↓
１０：４０～ １４：４０～
清 川 大 曲

↓ ↓

住民の皆様へ

ダム警報訓練に関する問い合わせ先

国土交通省東北地方整備局
岩木川ダム統合管理事務所

中津軽郡西目屋村大字居森平字寒沢138-2
TEL:0172-85-3035(代表)

災害時の避難等に関する問い合せ先

ダムから放流があったことを地域の皆様に周知す
る役目を持つ警報設備(スピーカ及びサイレン)を実
際に動作させます。今回の訓練では、「緊急放流
(※1)」を想定した内容で放送します。
地域の皆様におかれましては、是非この機会に放

送内容をご確認していただき、いざという時の避難
行動にお役立てください。
(※1)「緊急放流」とは、計画以上の洪水によりダ
ム湖に貯められなくなり、ダム湖に流れ込んでる水
をそのままダムを通過させ下流に流すことです。ダ
ム湖に流れ込んでくる水量以上を下流に流すことは
ありません。

令和４年６月９日(木)

注：気象状況等により延期する場合があります。
延期する場合は、事務所ホームページや警報設備にてお知らせします。【予備日：６月１６日(木)】

浅瀬石川ダム
大規模洪水を想定したダム警報訓練

実施内容

村元警報所

訓 練 時 間
黒 石 市
警 報 所 名

田 舎 館 村

藤 崎 町

弘 前 市

凡 例

〈ホームページ〉 〈Twitter〉

注１：１２：００～１３：００の
間は、訓練を行いません。

注２：全ての警報所にサイレンは
設置されていないので、隣の
警報所からサイレンが聞こえ
る地域もあります。

黒石市 総務課

黒石市大字市ノ町11-1
TEL:0172-52-2111(代表)

局舎耐水化対策、スピーカ増設(国土強靱化対策)
平成３０年７月に発生した西日本豪雨を受け、「異常豪雨の頻発化に備

えた、ダムの洪水調整機能に関する検討会」での提言を踏まえ、ダム下流
の住民等への確実な情報周知を図る必要があるため、浸水想定区域内に位
置する警報所の嵩上げやスピーカを増設する対策をおこなってます。



住民の皆様へ

ダム警報訓練に関する問い合わせ先

国土交通省東北地方整備局
岩木川ダム統合管理事務所

中津軽郡西目屋村大字居森平字寒沢138-2
TEL:0172-85-3035(代表)

災害時の避難等に関する問い合せ先

令和４年６月８日(水)

注：気象状況等により延期する場合があります。
延期する場合は、事務所ホームページや警報設備にてお知らせします。【予備日：６月１５日(水)】

津軽ダム
大規模洪水を想定したダム警報訓練

実施内容

〈ホームページ〉 〈Twitter〉

注１：全ての警報所にサイレンは設置されていな
いので、隣の警報所からサイレンが聞こえ
る地域もあります。

訓練時間：０９：００～１１：００

局舎耐水化対策、スピーカ増設(国土強靱化対策)
平成３０年７月に発生した西日本豪雨を受け、「異常豪雨の頻発化に備えた、ダムの洪水調整機能に関する検討

会」での提言を踏まえ、ダム下流の住民等への確実な情報周知を図る必要があるため、浸水想定区域内に位置する警
報所の嵩上げやスピーカを増設する対策をおこなってます。

西目屋村 総務課

中津軽郡西目屋村大字田代字神田57
TEL:0172-85-2111(代表)

ダムから放流があったことを地域の皆様に周知する役目を持
つ警報設備(スピーカ及びサイレン)を｣実際に動作させます。
今回の訓練では、「緊急放流(※1)」を想定した内容で放送

します。
地域の皆様におかれましては、是非この機会に放送内容をご

確認していただき、いざという時の避難行動にお役立てくださ
い。
(※1)「緊急放流」とは、計画以上の洪水によりダム湖に貯め
られなくなり、ダム湖に流れ込んでる水をそのままダムを通過
させ下流に流すことです。ダム湖に流れ込んでくる水量以上を
下流に流すことはありません。


